
議
員
提
出
第
二
十
五
号
議
案

児
童
虐
待
防
止
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

近
年
、
児
童
虐
待
の
痛
ま
し
い
事
件
が
後
を
絶
た
ず
、
全
国
の
警
察
が
今
年
の
上
半
期
に
検
挙
し
た
児

童
虐
待
事
件
は
、
統
計
を
取
り
始
め
た
平
成
十
二
年
以
降
最
多
の
百
八
十
一
件
、
児
童
相
談
所
で
対
応
し
た

児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
は
十
九
年
連
続
で
増
加
し
続
け
て
お
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
及
び
児
童
福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
施
行
に
よ
り
、

児
童
の
安
全
確
認
の
た
め
の
立
入
調
査
、
施
設
に
入
所
さ
せ
た
子
ど
も
に
対
す
る
保
護
者
の
面
会
や
通
信
の

制
限
な
ど
が
強
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
強
制
立
入
調
査
に
対
す
る
保
護
者
に
よ
る
親
権
を
理
由
と
し
た
拒
否
や
、
児
童
養
護
施
設
か
ら

の
強
引
な
連
れ
戻
し
な
ど
課
題
も
多
く
、
子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に
、
更
な
る
対
策
の
強
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
親
権
を
盾
に
し
、
そ
の
陰
で
行
わ
れ
て
い
る
児
童
虐
待
に
対
し
て
は
、
新
た
な
法
整
備
が
必
要

で
あ
り
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
や
施
設
責
任
者
の
判
断
の
優
先
化
な
ど
に
つ
い
て
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

現
行
の
民
法
で
は
、
親
権
を
全
面
的
に
は
く
奪
す
る
「
親
権
喪
失
」
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
が
、
親
権
の

す
べ
て
が
無
期
限
に
奪
わ
れ
た
場
合
、
そ
の
後
、
親
子
関
係
を
回
復
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
な
ど
の
問
題

点
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
虐
待
の
対
応
に
あ
た
る
教
育
・
福
祉
関
係
者
な
ど
か
ら
は
、
よ
り
弾
力
的
な
親
権

を
制
限
で
き
る
制
度
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
児
童
虐
待
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
次
の
事
項
を
実
現
す
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

一

正
当
な
理
由
も
な
く
児
童
相
談
所
に
よ
る
安
全
確
認
を
拒
否
し
た
場
合
に
は
、
児
童
相
談
所
、
市
町

村
、
警
察
の
役
割
分
担
の
も
と
に
、
憲
法
第
三
十
五
条
の
趣
旨
を
尊
重
し
つ
つ
、
事
案
の
解
決
を
早
期

化
す
る
た
め
の
更
な
る
法
的
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
。

二

監
護
権
や
居
所
指
定
権
な
ど
の
親
権
の
一
部
・
一
時
停
止
な
ど
を
認
め
る
制
度
に
す
る
な
ど
、
よ
り
弾

力
的
に
親
権
制
限
を
行
使
で
き
る
よ
う
民
法
等
関
連
す
る
法
令
を
改
正
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
二
日
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